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平成26年度秋季(通算68回 )



　われらの野球は日本学生野球として学生たることの自覚を基礎とし、学
生たることをわすれてはわれらの野球は成り立ち得ない。勤勉と規律とは
つねにわれらと共にあり、怠惰と放縦とに対しては不断に警戒されなけれ
ばならない。
　元来野球はスポーツとしてそれ自身意味と価値を持つであろう。しかし
学生野球としてはそれに止まらず試合を通じてフェアの精神を体得する
事、幸運にも驕らず悲運にも屈せぬ明朗強靭な情意を涵養する事、いかな
る艱難をも凌ぎうる強健な身体を鍛練する事、これこそ実にわれらの野球
を導く理念でなければならない。この理念を想望してわれらここに憲章を
定める。

日本学生野球憲章

　四国地区大学野球連盟では、2011（平成23）年にリーグ創設30周年を
記念して連盟旗を作成した。
その連盟旗に使用したロゴの由来は以下の通り。
　四国の地形を象ったものの中に四国地区大学野球連盟「SHIKOKU 
UNIVERSITIES BASEBALL LEAGUE」を略した「SUBL」の文字を配
し、背景にある２本のラインは〈春〉と〈秋〉年２回繰り広げられる熱戦
をイメージした。
　字形に関して、「SUBL」は四国四県の各大学の「力強さ」をイメージ
し、下部の「SHIKOKU UNIVERSITIES BASEBALL LEAGUE」はチーム
の「団結力と技術力」をイメージしている。
　また、このロゴは1981（昭和56）年のリーグ開幕以来使用しているパ
ンフレット表紙の一部を元に過去の伝統を受け継ぎながら、現代風にデザ
イン化したものである。

連盟ロゴについて

●●

●●
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　四国地区大学野球連盟傘下の各大学野球部の関係者の皆様には日頃から何かと当連盟の
運営の各般にわたるご協力にあらためて感謝申し上げます。今年の夏も昨年以上に歴史に
残るほどの酷暑でしたが、すでに、今年度春季のシーズンも無事に幕を閉じることができ
ました。これもひとえに関係各位のご助力の賜物であり、あらためて厚くお礼申し上げ、
今後とも何卒よろしくご指導下さいますよう伏してお願い申し上げる次第でございます。
　因みに2013年度から導入した『タイ・ブレーク方式』の採用によって、2013年度春季リ
ーグでは35試合中４試合、秋季リーグでは２試合、2014年度春季リーグにおいては優勝決
定戦１試合を含む７試合で運用されました。まさに混戦模様の四国六大学という模様で
す。また、この春季リーグでは、９人で戦い抜いた鳴門教育大学の善戦が特筆に値し、最
終的には５位に終わった香川大学が上位の大学から勝ち星を重ねて５勝するなどの大健闘
をみせ、リーグ開幕２週目ですでに全勝のチームが存在しなくなるという状況となり、四
国学院大学と松山大学とが勝ち点及び勝率で同じとなり、９年ぶり３回目の優勝決定戦に
突入し、松山大学が２連勝し、２季連続28回目の優勝を果たしました。
　また、第63回全日本大学野球選手権大会に５年ぶり30回目の出場を果たした松山大学
が、初戦の、北陸大学野球連盟代表の福井工業大学と対戦しましたが、初回の大きなチャ
ンスを活かしきれず、リーグ戦中には見られなかったようなミスも重なり、０－６という
結果で、今回も初戦敗退となりました。松山大学の諸君にはあらためてご苦労様でした。
今回も残念ながら初戦敗退という結果に甘んじてしまいましたが、是非とも四国地区代表
チームが全国大会で勝利するためには、我々連盟加盟のチームがなお一層精進され、一人
一人の選手諸君の弛まぬ尽瘁が望まれます。我々四国地区大学野球連盟所属の11大学がそ
れぞれ切磋琢磨し、現状を打破し、一層強く逞しい大学野球へと育って頂きたいと熱望し
ております。
　なお、以上の外にも、「連盟のブログ」は開設以来４年目に入り、各大学のマネージャ
ー諸君のご協力によって安定稼働しておりますが、新たに記事に応じたワンショット画像
も盛り込めるようになりました。
　今年度の秋季リーグは来る８月21日からスタートしますが、今季の優勝校は松山で開催
される第45回明治神宮野球大会中国四国代表戦の出場権を獲得することとなっておりま
す。是非とも四国開催となる代表決定戦では、本連盟代表が勝利し、明治神宮大会の出
場権をつかみ取っていただきたいと思います。また、リーグ終了後の10月12日（日）、13日

（月・祝）にはマドンナスタジアムにおいて｢新人戦｣が予定されており、新戦力の発掘に
期待が寄せられております。
　これからも、四国地区大学野球連盟として、さまざまな試みを企画立案し、野球王国四
国の大学野球の向上と発展に貢献していきたいと考えております。
　これまで以上のご理解とご指導並びにご鞭撻をお願いしてご挨拶とさせていただきます。

秋季リーグ戦の開催にあたり

四国地区大学野球連盟

　会長　　妹　尾　克　敏
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平成26年度
秋季四国六大学野球リーグ戦日程表（一部リーグ）
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平成26年度
秋季四国六大学野球リーグ戦日程表（二部リーグ）

※四国地区大学野球連盟HP【URL】http://shikokubaseball.seesaa.net/
※「球場のご案内」はＰ50にございます。

四国地区大学野球連盟
ケータイサイト
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～2014年四国六大学野球秋季リーグ展望～

　乱 世 の 秋
　８月21日より四国六大学秋季リーグが開幕し、11月開催の明治神宮大会へ繋がる熱く、長い道のりが
始まる。春はプレーオフまでもつれた激戦を制し、松山大が連覇となった。だが、松山大を含め多くの
大学は主力選手の入れ替えもあり、勢力図は白紙に近く、【乱世】の様相を呈している。
　春の覇者・松山大は、リーグ戦の経験を積んだ十河（３年・高知）、柴（３年・新田）がチームの中心と
なり、緻密な野球を継承しており、走攻守ともに堅実である。一方で投打の主力が入れ替わることでチ
ーム力は未知数であり、三連覇への道は平坦ではないだろう。特にバッテリーの経験が浅く、持ち前
のディフェンスを保つことができるかがカギとなる。四国学院は、春リーグより一年生が活躍し、入
れ替わりがあっても、実力的には大きく見劣りすることはない。羽原（３年・坂出商）、橋本（３年・高
知商）、原（１年・日大三）ら好打者が揃っており得点力は高く、軸となる先発投手が台頭すれば、王座
奪回の道は開けてくる。 愛媛大は、二季連続で後一歩まで迫るチーム力を示し、着実に力をつけてい
る。投の宇野（３年・大津）、田中（２年・洲本）、打の高橋（３年・西条）と投打の軸が決まっており、バ
ランスの取れた陣容となっている。この秋は優勝争いの中心となるだろう。高知大は、投打ともに力不
足は否めず、苦しいリーグ戦が予想されるが、手堅いディフェンスを確立し得意の全員野球の粘りを発
揮したいところである。香川大は、インカレの激戦を制することで、投打ともに確実にレベルアップし
ている。大西（３年・丸亀）・安藤（３年・倉敷商業）のバッテリー中心のチームからそれぞれの選手が役
割をきっちりこなす勝負強いチームへと変貌しており、松大・四学・愛大の上位陣に食い込んでいくこ
とは間違いないだろう。鳴門教育大は、部員不足の厳しい戦いが予想されるが、その分実戦経験を積ん
できている。ディフェンス面で粘り切り、中川（２年・瀧野）を中心とする打撃陣が勝負強さを発揮でき
れば、上位相手に一泡ふかすことは可能である。
　松大・愛大・四学の競り合いに香大が名乗りを上げ、覇権への道は乱戦となる。上位争いのこの四大
学も他を圧倒するだけの戦力を持つわけではなく、高大・鳴教もスキあらばと伺う展開。混沌とした状
況のまま、【乱世の秋】はスタートする。勝ち点制のリーグ戦でありながら、一つの勝敗で運命を左右
する展開も充分に考えられる。残炎の中スタートする【乱世の秋】、錦秋のゴールテープを切り、明治
神宮へ繋がる道を得るのは果たして、、、。

　春季リーグでは徳島大と高知工科大の争いに香
川高専が割って入り三つ巴の争いとなった。この
秋季もその３チームによる争いが予想される。投
打にバランスのとれた陣容の徳島大、インカレで
は一部の大学と互角以上の戦いを見せチーム力は
随一の高知工科大、ディフェンスを中心にソツの
ない戦いを展開する香川高専、この三大学の争い
も見逃すことはできない。

～２部リーグ展望～

ブログ記事より抜粋
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　昨シーズンは、『できることを全力で一生懸命にやる』をモットーに取り組
んだ結果、春季リーグ戦での優勝を掴みとることができた。しかし、第63回
全日本大学野球選手権大会では自分たちの力を発揮することができず、大変
悔しい思いをした。全日本で経験した、キャッチボール、カバーリングの大
切さを忘れることなく、ミスを減らし、仮にミスが出たとしても、その後の
プレーを大事にする。『凡事徹底』『全力疾走』で、一戦一戦粘り強く戦い抜
き、四国制覇、中・四国代表決定戦出場、そして明治神宮大会出場を目指す。

《戦力分析》
　４年生が抜けて、総入れ替えとなり、ゼロからのスタートなる。突出した
選手はいないがそれを自覚した上で、自分たちの出来るプレーを展開する。
どのようにして１点を取るか選手全員が状況を考え、できることをする『考
える野球』で試合に挑む。守備面では、バッテリーをはじめ経験不足は否め
ない。十河（３年︰高知）、柴（３年︰新田）の内野陣が中心となりベンチ
内外すべての選手が一枚岩となり、チーム力で戦う。

松　山　大　学
主　将

十　河　秀　介

『秋季リーグ戦に臨んで』（一部）

打撃成績（規程打席41以上）
守備
位置 氏　　名

試
合
数

打
席
数

打
数

安
打

打
点

塁
打
数
得
点
三
振
四
死
球
犠
打
盗
塁
失
策
残
塁
併
殺
打

本
塁
打

打率

8 坂本　大志 13 57 47 12 5 18 9 4 5 5 5 1 8 0 1 0.255
2 政岡　隆志 13 56 44 11 12 15 5 1 6 6 5 0 11 0 0 0.250
Ｄ 北尾　賢人 13 53 49 16 8 18 5 10 4 0 0 0 13 0 0 0.327
4 妹尾　恭平 12 53 34 11 4 14 11 5 14 4 3 0 11 0 0 0.324
6 十河　秀介 13 47 41 10 5 11 1 4 4 2 8 5 13 0 0 0.244
9 清水　元貴 12 44 37 7 0 7 6 7 6 1 2 0 9 0 0 0.189
5 柴　　翔平 12 32 24 2 5 2 1 4 3 5 1 2 5 0 0 0.083
3 岡田　雄輔 11 31 25 6 0 6 2 6 5 1 0 1 11 1 0 0.240
5 末廣　朋也 8 26 24 5 1 5 3 2 1 1 0 3 2 0 0 0.208
7 酒井　　真 10 25 21 5 1 5 4 1 2 2 0 0 2 0 0 0.238
3 寺尾　桂汰 8 23 18 0 0 0 2 2 3 2 0 0 3 0 0 0.000
7 磯兼　健一 8 19 18 4 1 4 1 5 0 1 0 0 1 0 0 0.222
3 重松　祐介 6 10 10 2 0 2 0 2 0 0 0 0 3 0 0 0.200
9 浅野　貴春 5 2 2 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0.000
4 正月　　海 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.000
Ｈ 青野　研矢 1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0.000
Ｒ 北脇　翔平 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0.000

計 13 480 396 91 42 107 51 54 53 30 24 12 94 1 1 0.230

投手成績（規程投球回数26イニング以上）
勝負 氏　　名

試
合
数

投球
回数

安
打
三
振
四
死
球
失
点
自
責
点

Ｗ
・
Ｐ

Ｆ
・
Ｃ

ボ
ー
ク

被
本
塁
打

防
御
率

5 3 西岡　杜斗 9 74 58 57 14 17 15 3 0 0 0 1.82
1 1 松本　将幸 4 21⅔ 12 19 12 3 3 2 0 0 0 1.25
3 0 金枡厚志郎 5 10⅓ 4 11 4 1 0 2 0 0 0 0.00
0 0 持主　樹男 3 4 1 3 5 0 0 0 0 0 0 0.00
0 0 中山　健太 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.00
0 0 宮森　　誠 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0.00
9 4 計 13 112 75 90 36 22 18 7 0 0 0 1.45

平成26年度春季リーグ戦個人成績

通算成績（一部）
優勝回数 試合数 勝 負 分

28 724 525 185 15

2014春　1位
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※背番号は変更する場合がございます。

松山大学 〒790－8578 松山市文京町4－2� TEL089－925－7111
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『秋季リーグ戦に臨んで』（一部） 2014春　2位

平日
9︰00～20︰00
日曜・祝日
9︰00～19︰00
定休日／毎週水曜日

営 業 時 間

〒763－0033
香川県丸亀市中府町5－5－33
TEL︰0877－21－4578
FAX︰0877－21－4579
Mail:miwa@wakahime.jp

●営業時間︰10︰00～19︰00

●定 休 日︰水曜日

〒763－0033
香川県丸亀市中府町5－5－35
TEL 0877－23－4578

平成26年度春季リーグ戦個人成績
打撃成績（規程打席41以上）
守備
位置 氏　　名

試
合
数

打
席
数

打
数

安
打

打
点

塁
打
数
得
点
三
振
四
死
球
犠
打
盗
塁
失
策
残
塁
併
殺
打

本
塁
打

打率

8 岩田　修治 13 59 52 19 7 25 6 3 7 0 1 0 17 2 1 0.365
5 高岡　拓也 13 55 51 18 8 27 3 4 1 3 0 2 13 1 1 0.353
6 久保　克斗 12 53 47 10 3 12 6 4 3 3 0 3 10 0 0 0.213
3 原　　渉仁 12 51 45 13 11 18 5 5 4 2 1 1 13 1 1 0.289
2 兼若　宏規 12 37 31 8 5 13 5 5 3 3 0 0 7 1 1 0.258
Ｄ 村上　祐規 10 33 24 7 0 11 4 3 8 1 0 0 9 0 0 0.292
9 福山　翔太 8 32 26 3 1 3 2 7 5 1 0 0 5 1 0 0.115
Ｄ 羽原　達弘 10 30 25 8 2 8 2 3 4 1 0 1 7 0 0 0.320
7 山城　健人 12 29 24 4 1 4 5 2 4 1 1 0 8 0 0 0.167
4 桝田　　蛍 10 29 28 6 1 7 1 2 0 1 0 1 5 0 0 0.214
4 柏原　光希 6 19 13 2 0 2 1 1 4 2 0 0 6 0 0 0.154
2 古賀　捺暉 6 16 12 3 0 4 0 4 2 2 0 0 4 0 0 0.250
9 渡辺　誠也 8 14 11 3 1 5 3 2 1 2 1 0 6 0 0 0.273
9 小阪　有貴 3 13 11 2 0 2 0 2 2 0 0 0 3 0 0 0.182
7 橋本　元気 3 9 6 0 0 0 2 1 2 1 0 0 2 1 0 0.000
Ｈ 平山　大晟 4 7 6 1 4 4 2 1 0 1 0 0 1 0 1 0.167
Ｈ 岡　　裕貴 2 3 3 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.333
9 曽我　純一 2 3 3 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0.000
3 鈴川　源史 1 2 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0.000
Ｈ 三上　輝大 1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0.000

計 13 495 420 108 44 146 48 51 51 24 4 8 117 7 5 0.257

投手成績（規程投球回数26イニング以上）
勝負 氏　　名

試
合
数

投球
回数

安
打
三
振
四
死
球
失
点
自
責
点

Ｗ
・
Ｐ

Ｆ
・
Ｃ

ボ
ー
ク

被
本
塁
打

防
御
率

5 2 細田　英城 8 63⅓ 52 42 12 17 15 1 0 0 2 2.13
1 1 成田　泰斗 5 28 18 11 6 6 4 0 0 0 0 1.29
2 1 児玉　健史 5 11⅔ 6 5 1 3 2 0 0 0 0 1.54
1 0 藤岡　幸生 4 7⅔ 2 6 4 0 0 1 0 0 0 0.00
0 0 重村　優斗 4 3⅔ 5 2 3 3 3 1 0 0 0 7.36
0 0 吉田　武史 1 ⅔ 4 0 0 2 1 0 0 0 1 13.51
9 4 計 13 115 87 66 26 31 25 3 0 0 3 1.96

　春のリーグ戦ではあと１つ勝てば優勝という状況から４連敗してしまい、
チーム全員悔しい思いをした。秋からの新チームは個々の能力が例年より
劣っているが、全員野球で優勝を目指す。

《戦力分析》
　１年時からチームの主力としてプレーしてきた４年生が抜け、少し不安が
残る新チームとなる。新主将の羽原（３年︰坂出商）を中心にチーム力で戦
うことになるだろう。打撃では長打を打てる選手が少ないので、全員が次に
繋ぐという意識でチームバッティングに徹することができるかが鍵となる。
そのため、児玉（３年︰伊予）、成田（１年︰高知商）の投手陣を中心に守
りからリズムを作り戦っていきたい。

四国学院大学
主　将

羽　原　達　弘

通算成績（一部）
優勝回数 試合数 勝 負 分

21 653 404 240 9
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四国学院大学 〒765－8505 善通寺市文京町3－2－1� TEL0877－62－2111

※背番号は変更する場合がございます。
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『秋季リーグ戦に臨んで』（一部） 2014春　3位

　春季リーグでは、私学をあと一歩のところまで追いつめたものの、そこか
ら逆転負けを喫し非常に悔しい幕切れとなった。一球の重み、愛大の詰めの
甘さを痛感し、今のままの野球では四国を勝ち抜くことは難しいと選手一人
一人が実感し、「改革」をテーマに根本的なチームの見直しを行っている。
四国学院大とのあの一戦を教訓にして、チームも選手もレベルアップし、秋
は四国制覇、神宮出場を成し遂げる。

《戦力分析》
　投手陣はリーグ経験豊富で、勝てる投手へと成長した宇野（３年︰大
津）・田中宏（２年︰洲本）を中心に安定感のある投手が揃っている。守備陣
も要である杉山（２年︰岡山芳泉）がプレーで引っ張ることで盤石のディフェン
スが生まれている。打撃陣は、高橋（３年︰西条）・香川（２年︰高松桜井）・
仁田（３年︰松江北）など力のあるクリーンナップを中心に、足や小技を絡
めてどこからでも得点できる攻撃陣である。例年の打ち勝つ、というイメー
ジではなく、投手陣が最少失点に抑え、接戦を勝ち抜くスタイルである。

愛　媛　大　学
主　将

高　橋　大　和

平成26年度春季リーグ戦個人成績
投手成績（規程投球回数26イニング以上）
勝負 氏　　名

試
合
数

投球
回数

安
打
三
振
四
死
球
失
点
自
責
点

Ｗ
・
Ｐ

Ｆ
・
Ｃ

ボ
ー
ク

被
本
塁
打

防
御
率

2 4 宇野　祐士 8 53⅔ 42 17 19 20 16 2 0 0 1 2.68
6 1 田中　宏章 9 40⅓ 24 28 12 7 2 0 0 0 0 0.45
0 0 吉田　亮太 4 11 11 6 10 6 6 1 0 1 0 4.91
0 0 中本　尚人 2 9 12 3 5 4 3 1 0 0 0 3.00
0 0 増田　浩汰 2 2 3 1 1 2 1 0 0 0 0 4.50
8 5 計 13 116 92 55 47 39 28 4 0 1 1 2.17

通算成績（一部）
優勝回数 試合数 勝 負 分

5 751 374 362 15

打撃成績（規程打席41以上）
守備
位置 氏　　名

試
合
数

打
席
数

打
数

安
打

打
点

塁
打
数
得
点
三
振
四
死
球
犠
打
盗
塁
失
策
残
塁
併
殺
打

本
塁
打

打率

9 高橋　大和 13 57 49 11 5 15 5 9 8 0 1 0 16 0 0 0.224
7 仁田　裕介 12 49 43 11 4 12 2 8 4 2 2 1 17 0 0 0.256
4 久保　貴嗣 13 46 39 7 1 7 4 2 4 3 3 2 5 2 0 0.179
6 杉山　　暢 12 46 39 7 1 7 4 6 6 1 3 2 13 0 0 0.179
8 丹下　喬介 10 43 39 7 3 8 3 1 4 0 0 0 7 1 0 0.179

大西　悠介 10 39 34 5 1 5 3 11 3 2 0 0 6 0 0 0.147
香川　直樹 11 39 37 13 3 13 5 5 2 0 1 3 11 0 0 0.351

2 赤名　和希 11 36 31 7 5 8 2 6 1 3 0 1 7 0 0 0.226
津吉　利明 12 36 26 6 2 6 5 7 3 7 5 1 6 1 0 0.231
松永　英之 10 21 19 4 1 4 2 5 1 0 3 1 5 0 0 0.211

3 木下　拓也 9 15 9 1 0 1 1 1 5 0 0 0 1 0 0 0.111
後迫　計人 7 14 13 0 0 0 0 2 1 0 0 2 1 1 0 0.000
石川　優輝 4 12 10 2 4 3 0 2 1 1 0 0 3 0 0 0.200
姫田　泰聖 3 4 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.000
上妻　良太 1 3 2 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0.000
小坂　和也 2 3 2 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0.000
坂口　拓也 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.000

5 横山　泰士 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.000
伊達　直哉 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.000

1 吉田　亮太 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.000
増田　浩汰 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.000
八津川貴弘 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.000

計 13 466 399 81 31 89 37 67 44 20 18 13 98 5 0 0.203
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愛媛大学 〒790－8577 松山市文京町3� TEL089－927－8970
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『秋季リーグ戦に臨んで』（一部）
　前チームでは秋・春リーグともに４位という結果に終わり、自分たちの力
の無さを痛感させられた。新チームでは四国No.１の守備練習、四国No.１
の走塁練習と四国で１番になることをいつも考えながら練習に励んできた。
このリーグではチーム全員が勝ちにこだわり、一戦一戦を粘り強く戦い四国
No.１となる。

《戦力分析》
　攻撃面では他大学を圧倒するような打力こそないが、バントやエンドラン
などの小技を絡めチーム全員が考えた攻撃をすることで、確実に１点を取っ
ていく。守備面ではバッテリーを中心に、失点を最小限に抑えて粘り強く守
る。少ないチャンスをものにし、守り勝つ野球をする。

高　知　大　学
主　将

渡　部　元　輝

平成26年度春季リーグ戦個人成績
打撃成績（規程打席38以上）
守備
位置 氏　　名

試
合
数

打
席
数

打
数

安
打

打
点

塁
打
数
得
点
三
振
四
死
球
犠
打
盗
塁
失
策
残
塁
併
殺
打

本
塁
打

打率

8 柴田　一路 12 51 48 12 9 18 3 5 2 1 2 2 12 0 0 0.250
4 黒木　彰太 12 50 42 9 2 12 8 1 9 1 2 5 14 0 0 0.214
2 伊藤翔太郎 12 49 42 8 2 9 1 5 3 4 0 1 9 0 0 0.190
9 江原　淳貴 12 46 43 11 2 11 4 7 3 0 0 1 11 0 0 0.256
5 石川　幸希 10 35 28 5 3 5 2 2 6 1 0 3 6 0 0 0.179
3 上田　　大 10 34 31 5 2 5 0 1 1 2 0 0 7 0 0 0.161
7 佐々木亮輔 8 33 23 9 2 9 1 3 4 6 1 0 12 0 0 0.391
6 藤川　恭輔 10 32 27 3 1 3 3 5 3 2 1 1 5 0 0 0.111
2 加賀爪　匠 7 25 18 4 3 4 1 6 4 0 0 1 7 0 0 0.222
5 渡部　元輝 6 17 14 2 0 2 1 2 2 2 0 1 2 1 0 0.143
7 末武　央士 3 14 9 2 1 2 1 3 0 5 0 0 2 1 0 0.222
3 橋本　昌和 5 12 10 1 0 2 2 1 1 1 0 0 1 0 0 0.100
5 小笠原敏也 4 11 7 1 1 1 1 1 3 1 0 0 1 0 0 0.143
7 岡崎　達也 3 8 6 0 1 0 1 4 1 1 0 0 1 1 0 0.000
3 伊井　良志 2 3 3 0 0 0 0 2 1 0 0 0 0 1 0 0.000
6 小西　　輝 1 3 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.000
2 亀迫　拓海 1 2 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0.000
8 鈴木　康晴 2 1 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0.000
4 中道　貴也 2 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0.000
7 川野　弘喜 2 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0.000

計 12 426 356 72 29 83 32 49 43 29 6 15 91 4 0 0.202

投手成績（規程投球回数24イニング以上）
勝負 氏　　名

試
合
数

投球
回数

安
打
三
振
四
死
球
失
点
自
責
点

Ｗ
・
Ｐ

Ｆ
・
Ｃ

ボ
ー
ク

被
本
塁
打

防
御
率

4 4 井筒　健太 8 67 34 31 19 11 11 2 0 0 0 1.48
2 2 柴田　翔太 4 13 18 19 10 14 5 1 0 0 1 3.46
0 0 坂口　弘樹 1 3 3 0 2 1 1 0 0 0 0 3.00
0 0 行定　敬太 1 2 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0.00
6 6 計 12 85 55 51 33 26 17 3 0 0 1 1.80

通算成績（一部）
優勝回数 試合数 勝 負 分

10 750 429 308 13

2014春　4位
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高知大学 〒780－8520 高知市曙町2－5－1� TEL088－844－8150
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『秋季リーグ戦に臨んで』（一部）

平成26年度春季リーグ戦個人成績
打撃成績（規程打席41以上）
守備
位置 氏　　名

試
合
数

打
席
数

打
数

安
打

打
点

塁
打
数
得
点
三
振
四
死
球
犠
打
盗
塁
失
策
残
塁
併
殺
打

本
塁
打

打率

3 細田　将志 13 53 50 9 1 9 4 12 2 1 1 0 7 0 0 0.180
4 石原　直人 13 51 43 14 3 16 8 4 5 3 3 9 8 0 0 0.326
7 日野　洋輔 13 45 42 5 1 6 1 11 1 2 1 0 6 0 0 0.119
2 安藤　　悠 11 43 38 10 12 19 3 4 4 0 2 0 8 1 2 0.263
9 西岡　紘輝 13 42 38 5 1 7 2 5 2 1 3 0 8 1 0 0.132
8 安藤　　輔 11 42 37 7 1 9 4 3 3 3 0 4 4 2 0 0.189
5 佐々木向陽 12 39 36 4 1 4 0 11 3 1 1 8 6 1 0 0.111
1 大西　孝明 13 36 36 8 3 11 1 6 0 0 0 1 7 0 0 0.222
5 白居　直伸 12 34 33 7 1 9 2 10 2 0 0 4 4 1 0 0.212
3 山本　　修 7 17 15 0 0 0 0 3 0 2 0 1 1 0 0 0.000
6 河本　　彬 4 14 10 2 0 2 1 2 1 3 0 0 3 0 0 0.200
Ｈ 楠本　将貴 1 4 4 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0.000
9 岡本　尚士 2 3 3 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0.000
3 小林　宏樹 2 3 2 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0.000

計 13 426 387 71 24 92 27 74 24 16 11 28 62 6 2 0.183

投手成績（規程投球回数26イニング以上）
勝負 氏　　名

試
合
数

投球
回数

安
打
三
振
四
死
球
失
点
自
責
点

Ｗ
・
Ｐ

Ｆ
・
Ｃ

ボ
ー
ク

被
本
塁
打

防
御
率

3 4 大西　孝明 9 53 39 35 20 20 15 0 0 0 1 2.55
2 2 楠本　将貴 6 41 34 21 15 15 8 1 1 0 0 1.76
0 1 家吉　景虎 4 8⅔ 10 3 7 10 5 0 0 0 0 5.19
0 0 枩本　賢太 3 6 4 4 5 2 2 1 0 0 0 3.00
0 1 古味　英之 3 4 7 0 1 3 2 0 0 0 1 4.50
5 8 計 13 112⅔ 94 63 48 50 32 2 1 0 2 2.56

　春季リーグでは勝ち点が遠く、５位という不甲斐ない結果に終わってし
まった。上位に食い込んでいくためには、さらなるレベルアップが必要だと
痛感し、これまで以上に高い意識を持って練習に取り組んできた。本リーグ
では、優勝を目指して一つ一つ勝利を積み重ねていく。

《戦力分析》
　守備面では、安定感のあり経験豊富な投手陣を中心に、堅い守りで失点を
防いでいく。攻撃面では、積極的な打撃・走塁に小技を織り交ぜ、少ない
チャンスをものにする。
リーグを通して最後まで絶対に諦めない戦いをし、全員野球で勝利を掴み取
る。

香　川　大　学
主　将

佐々木　向　陽

通算成績（一部）
優勝回数 試合数 勝 負 分

3 707 247 453 7

2014春　5位
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香川大学 〒760－0016 高松市幸町1－1� TEL087－861－4141
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『秋季リーグ戦に臨んで』（一部）

平成26年度春季リーグ戦個人成績
打撃成績（規程打席31以上）
守備
位置 氏　　名

試
合
数

打
席
数

打
数

安
打

打
点

塁
打
数
得
点
三
振
四
死
球
犠
打
盗
塁
失
策
残
塁
併
殺
打

本
塁
打

打率

2 矢島　良樹 10 45 41 9 5 14 2 3 2 2 1 1 10 3 1 0.220
7 川端　大樹 10 45 42 8 2 8 2 13 3 0 1 1 12 0 0 0.190
6 小林　晴太 10 45 35 6 0 7 4 10 4 5 1 6 7 0 0 0.171
5 小林　将大 10 44 34 4 1 6 3 10 8 2 1 1 10 0 0 0.118
8 中川　裕太 10 43 36 14 5 19 2 6 5 2 2 0 14 0 0 0.389
4 太田　　隼 10 39 36 6 2 7 1 10 2 1 2 1 9 1 0 0.167
3 岡本　丈聖 10 38 36 5 2 5 1 9 1 1 0 1 8 0 0 0.139
9 安川　　達 10 36 31 3 1 3 2 11 2 3 0 3 5 0 0 0.097
9 中野竜太郎 10 34 28 7 0 7 3 3 5 1 2 0 10 0 0 0.250

計 10 369 319 62 18 76 20 75 32 17 10 14 85 4 1 0.194

投手成績（規程投球回数20イニング以上）
勝負 氏　　名

試
合
数

投球
回数

安
打
三
振
四
死
球
失
点
自
責
点

Ｗ
・
Ｐ

Ｆ
・
Ｃ

ボ
ー
ク

被
本
塁
打

防
御
率

0 6 安川　　達 6 52⅔ 37 22 28 20 15 1 0 0 0 2.56
0 4 中野竜太郎 4 34⅔ 33 8 18 24 13 0 0 0 1 3.38
0 10 計 10 87⅓ 70 30 46 44 28 1 0 0 1 2.89

　チームの約半数が一年生となり、戦力は良くも悪くも大きく変わった。実
践練習が人数の関係でなかなか出来ないなか、個人ノックやバットを振る回
数を増やすことにより個々の能力を伸ばしてきた。
リーグ戦では、その個々の能力を発揮し、個の力をチームの力としてチーム
一丸となってAクラス入りを目指していきたい。

《戦力分析》
　打撃面では、長打力を期待できる選手は少ないため、一本の単打を皮切り
にバントやエンドランなどの戦術によってチャンスを広げスコアリングポジ
ションで安打を打てるようにしていきたい。
　守備面では、投手が不安定なときにエラーをせず、エラーが出てしまった
ときに投手が踏ん張るというように助け合う守備をし、接戦をものにしてい
きたい。

鳴門教育大学
主　将

小　林　将　大

通算成績（一部）
優勝回数 試合数 勝 負 分

0 183 33 145 5

2014春　6位



－ 21 －

鳴門教育大学 〒772－8502 鳴門市鳴門町高島字中島748� TEL088－687－6117

〒770－0047　徳島県徳島市名東町1丁目298－1
TEL（088）634－1701　FAX（088）634－1702

E-mail:sp-sato@mk.pikar.ne.jp

Field of 夢 発進!Field of 夢 発進!
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『秋季リーグ戦に臨んで』（二部）
　春季リーグではリーグ優勝を果たしたものの、入れ替え戦で敗れ「一部昇
格」という目標を達成することができず悔しい思いをした。私たちは秋に向
け、チームが束になって戦うこと、日頃から一人一人にできることは何かを
考え野球に取り組むことを徹底してきた。春季リーグでは相手の個々の選手
との力の差を感じたが、それをカバーできるだけのチーム力がついたと確信
している。秋季リーグでは、勝利への執念を持ち最後まで戦い抜き一部昇格
を目指す。

《戦力分析》
　投手陣は、それぞれが持ち味を発揮し、粘り強い投球ができる。守備から
リズムを作り攻撃につなげたい。野手陣は、攻撃にバントやランエンドヒッ
トなどの小技を織り交ぜ好機をつくりそれをものにする。守備面ではより確
実性が増し、流れを呼び込めるようになった。気持ちを前面に出し、最後ま
で粘り強く戦う。

徳　島　大　学
主　将

塩　見　太嘉良

徳島大学 〒770－8502 徳島市南常三島町1－1� TEL088－656－7087

2014春 1位
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香川高等専門学校 〒761－8058 高松市勅使町355� TEL087－869－3859

2014春　2位『秋季リーグ戦に臨んで』（二部）
　春季リーグでは２位という結果に終わり悔しい思いをした。しかし、着実
に力が付いてきているということは実感できた。選手同士で状況を考え今す
べきことを実行し、流れを相手に渡さないようなゲーム運びをしたい。秋季
リーグではチーム一丸となり１部昇格を目指す。

《戦力分析》
　ピッチャーが安定しているので大量失点は少ない。バントや盗塁なども混
ぜながら幅広い攻撃をし、１点ずつ点を重ねていく。無駄なミスを最小限に
減らし、最終回まで集中力を切らさず戦い抜く。香川高等専門学校

主　将
阿　河　克　明

2014春 2位
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『秋季リーグ戦に臨んで』（二部）
春季リーグでは、チームがかみ合わず良い結果を残すことができなかった。
春季リーグではもう一度、勝つために何が必要か、一人一人が考え、個々の
レベルアップのみならず、チームの強さを作り上げていきたい。工科大らし
い“楽しむ野球”で１部昇格を目指す。

《戦力分析》
　攻撃的なチームで打撃に関する意欲、意識が高い。個性ある選手が多く、
それぞれの役割をこなすことができる。打撃でしっかりリズムを作り、走攻
守すべてにつなげていく。点をとられても取り返していける勢いを持つ。高知工科大学

主　将
松　原　直　之

高知工科大学 〒782－8502 香美市土佐山田町宮ノ口185� TEL0887－53－1113

2014春 3位
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徳島大学医学部 〒770－0042 徳島市蔵本町3－8－15� TEL088－631－3111

『秋季リーグ戦に臨んで』（二部）
　新しいメンバーが加わり、チームに活気が生まれた。また少ない人数であ
ればこそ、チームは日々まとまりつつある。全員が同じベクトルを見据え、
団結して戦うことで格上相手から勝利を奪うことも可能だと感じている。守
備では投手を中心にリズムを作り、ミスしても互いにフォローする粘り強さ
を持ち味としたい。攻撃では思い切りのよさと“ここぞ”の集中力で相手に畳
み掛けたい。そして、このメンバーでプレーする歓びとともにリーグ戦に臨
みたい。

《戦力分析》
　どの試合においても、勝機を得るなら粘り勝つしかないだろう。そのため
には今春の経験を糧とした投手陣の飛躍が不可欠だ。また打撃では数少ない
チャンスをものにしていかないと相手を下せない。たしかに個々の能力にお
いて見劣りはする。ただ戦局は個々の能力の足し算で決まるのではない。全
員野球で“流れ”をたぐり寄せ、個々のプレーを生かすことで相手を上回る相
乗効果を発揮したいと考えている。

徳島大学医学部
主　将

金　井　佑　亮

2014春 4位
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徳島文理大学 〒769－2193 さぬき市志度1343－1� TEL087－894－5111

※背番号は変更する場合がございます。

『秋季リーグ戦に臨んで』（二部）
　前回の春季リーグは、納得のいかない結果に終わってしまったため、個々
の意識改革及び技術の向上に取り組んだ。その結果、チーム全体の意識が高
くなり一層まとまりが出てきた。秋季リーグでは、試合が終わるまで集中を
切らさず、納得のいく試合をし、チーム一丸となって前回よりいい成績を残
したい。

《戦力分析》
　守備面では、小さなミスを減らし一つ一つ確実にアウトをとる。また、失
点を最小限に抑え守備からリズムをつくり攻撃に繋げる。攻撃面では、積極
的な走塁やバントなどを使い試合を組み立てていき、どの打順でも点が取れ
る攻撃をし、少ないチャンスをものにする。

徳島文理大学
主　将

船　井　秀　二

2014春 4位
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祝

がんばれ!!
各種・部活送迎バス格安にて承ります。

大型・中型・小型・マイクロ

〒791－1113　愛媛県松山市森松町510－4

本社　（代）089－958－2552
FAX 089－958－2573

四国トラベル

一般貸切旅客運送事業
社団法人 全国旅行業協会会員
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平成26年度春季リーグ戦結果（一部）
★優　　勝★　　松　山　大　学（２季連続28回目）

リーグ戦勝敗表
順位 大 学 名 試合数 勝 負 引分 勝点 勝率
1 松 山 大 学 13 9 4 0 4 0.692

2 四 国 学 院 大 学 13 9 4 0 4 0.692

3 愛 媛 大 学 13 8 5 0 4 0.615

4 高 知 大 学 12 6 6 0 2 0.500

5 香 川 大 学 13 5 8 0 1 0.385

6 鳴 門 教 育 大 学 10 0 10 0 0 0.000

平成26年度春季リーグ戦結果（二部）
★優　　勝★　　徳　島　大　学

リーグ戦勝敗表

※勝率計算に引分は含めない

順位 大 学 名 試合数 勝 負 引分 勝点 勝率
1 徳 島 大 学 8 7 1 0 － 0.875

2 香 川 高 等 専 門 学 校 8 5 3 0 － 0.625

3 高 知 工 科 大 学 8 4 4 0 － 0.500

4 徳 島 大 学 医 学 部 8 2 6 0 － 0.250

4 徳 島 文 理 大 学 8 2 6 0 － 0.250
※勝率計算に引分は含めない

※松山大学・四国学院大学共に勝点４同勝率のため、優勝決定戦を行い
　松山大学が２連勝し、２季連続28回目の優勝。
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平成26年度春季リーグ戦１・２部入替戦

（鳴門教育大学Ｇ）平成26年５月24日㈯

得点
校名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

徳 島 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

鳴 門 教 育 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 1× 1×

１

バッテリー……（徳）井上－平間　　　本塁打　―――　　　三塁打　（徳）大草
　　　　　　　（鳴）安川－矢島　　　二塁打　―――

（鳴門教育大学Ｇ）平成26年５月24日㈯

得点
校名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

鳴 門 教 育 大 学 1 0 0 0 0 0 4 3 8

徳 島 大 学 1 0 0 0 0 0 0 0 1

2

バッテリー……（鳴）中野－矢島　　　本塁打　（鳴）小林晴　　　　三塁打　―――
　　　　　　　（徳）藤田－平間　　　二塁打　（鳴）中川、小林将、太田　（徳）塩見

上記の結果、鳴門教育大学の一部残留が決定

（８回コールド）
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平成26年度春季リーグ戦個人表彰（一部）

平成26年度春季リーグ戦ベストナイン（一部）

首位打者

中　川　裕　太
（初）

（鳴門教育大学）
記録　0.389

遊 撃 手

十　河　秀　介
（初）

（松山大学）

投　　手

田　中　宏　章
（初）

（愛媛大学）

外 野 手

中　川　裕　太
（初）

（鳴門教育大学）

捕　　手

安　藤　　　悠
（初）

（香川大学）

外 野 手

岩　田　修　治
（５）

（四国学院大学）

一 塁 手

原　　　渉　仁
（初）

（四国学院大学）

外 野 手

坂　本　大　志
（２）

（松山大学）

二 塁 手

妹　尾　恭　平
（初）

（松山大学）

指名打者

三 塁 手

高　岡　拓　也
（２）

（四国学院大学）

最多打点

政　岡　隆　志
（初）

（松山大学）
記録　12

最優秀防御率

田　中　宏　章
（初）

（愛媛大学）
記録　0.45

最多打点

安　藤　　　悠
（初）

（香川大学）
記録　12

最多三振奪取賞

西　岡　杜　斗
（初）

（松山大学）
記録　57

最多盗塁

十　河　秀　介
（初）

（松山大学）
記録　８

最優秀新人賞最多勝利

田　中　宏　章
（初）

（愛媛大学）
記録　６勝

該当者なし

記録賞

該当者なし

最多本塁打

該当者なし

該当者なし



－ 35 －

■投手成績10傑（規定投球回数以上）

№ 氏　　　名 大 学 名 試合数 回数 勝数 負数 安打 三振 失点 自責点 防御率
1 田 中 宏 章 愛 媛 大 学 9 40⅓ 6 1 24 28 7 2 0.45

2 成 田 泰 斗 四国学院大学 5 28 1 1 18 11 6 4 1.29

3 井 筒 健 太 高 知 大 学 8 67 4 4 34 31 11 11 1.48

4 楠 本 将 貴 香 川 大 学 6 41 2 2 34 21 15 8 1.76

5 西 岡 杜 斗 松 山 大 学 9 74 5 3 58 57 17 15 1.82

6 細 田 英 城 四国学院大学 8 63⅓ 5 2 52 42 17 15 2.13

7 大 西 孝 明 香 川 大 学 9 53 3 4 39 35 20 15 2.55

8 安 川 　 達 鳴門教育大学 6 52⅔ 0 6 37 22 20 15 2.56

9 宇 野 祐 士 愛 媛 大 学 8 53⅔ 2 4 42 17 20 16 2.68

10 中　野　竜太郎 鳴門教育大学 4 34⅔ 0 4 33 8 24 13 3.38

■打撃成績10傑（規定打席以上）

№ 氏　　　名 大　学　名 試合数 打席数 打数 安打 打点 本塁打 打率
1 中 川 裕 太 鳴門教育大学 10 43 36 14 5 0 0.389

2 岩 田 修 治 四国学院大学 13 59 52 19 7 1 0.365

3 高 岡 拓 也 四国学院大学 13 55 51 18 8 1 0.353

4 北 尾 賢 人 松 山 大 学 13 53 49 16 8 0 0.327

5 石 原 直 人 香 川 大 学 13 51 43 14 3 0 0.326

6 妹 尾 恭 平 松 山 大 学 12 53 34 11 4 0 0.324

7 原 　 渉 仁 四国学院大学 12 51 45 13 11 1 0.289

8 安 藤 　 悠 香 川 大 学 11 43 38 10 12 2 0.263

9 仁 田 裕 介 愛 媛 大 学 12 49 43 11 4 0 0.256

9 江 原 淳 貴 高 知 大 学 12 46 43 11 2 0 0.256

■打点成績（７打点以上）

№ 氏　　　名 大 学 名 打点
1 安藤　　悠 香 川 大 学 12

1 政岡　隆志 松 山 大 学 12

3 原　　渉仁 四国学院大学 11

4 柴田　一路 高 知 大 学 9

5 高岡　拓也 四国学院大学 8

5 北尾　賢人 松 山 大 学 8

7 岩田　修治 四国学院大学 7

■盗塁成績（５盗塁以上）

№ 氏　　　名 大 学 名 盗塁数
1 十河　秀介 松 山 大 学 8

2 政岡　隆志 松 山 大 学 5

2 坂本　大志 松 山 大 学 5

2 津吉　利明 愛 媛 大 学 5
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平成26年度春季リーグ戦個人表彰（二部）

平成26年度春季リーグ戦ベストナイン（二部）

首位打者

舛　田　　　翔
（徳島文理大学）
記録　0.467

遊 撃 手

中　村　昴　平
（徳島大学）

投　　手

井　上　　　宝
（徳島大学）

外 野 手

中　村　稜太郎
（徳島大学）

捕　　手

舛　田　　　翔
（徳島文理大学）

外 野 手

平　良　昴　也
（徳島文理大学）

一 塁 手

福　島　隆　志
（徳島文理大学）

外 野 手

宮　永　　　裕
（徳島大学）

二 塁 手

大　和　　　航
（高知工科大学）

指名打者

平　間　友　介
（徳島大学）

三 塁 手

坂　倉　正　成
（徳島大学）

最多勝利

井　上　　　宝
（徳島大学）
記録　４勝

最多打点

西久保　善　紀
（香川高等専門学校）

記録　９

最優秀防御率

井　上　　　宝
（徳島大学）
記録　0.84

最多打点

舛　田　　　翔
（徳島文理大学）
記録　９

最多三振奪取賞

最多本塁打

幸　徳　晃　児
（徳島大学）
記録　14

最優秀新人賞

最多盗塁

平　良　昴　也
（徳島文理大学）
記録　10

該当者なし

該当者なし 該当者なし

記 録 賞

該当者なし
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香川県丸亀市原田町2260-1
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がんばれ！
　　四国学院大学！！

がんばれ！
　　四国学院大学！！がんばれ！
　　四国学院大学！！

がんばれ! 四国学院大学!!
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